
 

令和４年度 新潟市犯罪のない安心・安全なまちづくり推進協議会 会議速報 

開催日時 令和５年２月６日（月）午後２時～午後３時４０分 

場  所 新潟市役所 本館３階 対策室１～３ 

出 席 者  

委 員 

野口委員  佐久間委員  髙𣘺(誠)委員  高橋(伸)委員  

 村山委員  西村委員   中野委員    保坂委員  

脇屋委員  齋藤委員           計１０人 

事務局 
 市民生活部長 市民生活課長  

安心・安全推進室長 同室主査 同室主事  計５人 

議 事 

１ 開会 

２ 市民生活部長あいさつ 

３ 議事 
・事務局説明 

議事(１) 令和４年の新潟市犯罪発生状況 

 資料１ 新潟市犯罪発生状況(令和４年・暫定値)  

議事(２) 第６次推進計画における数値目標の達成状況 

 資料２ 第６次推進計画における数値目標の達成状況 

議事(３) 第６次推進計画の重点取り組み事例等 

 資料３－１ 新潟市における重点取り組み事例 

 資料３－２ 第６次推進計画取組状況 

 

・主な意見要望等 

  防犯カメラの設置等に対する補助金の補助率を２分の１から６分の 

５に戻してほしい。 

  各区の取り組みの中でも高校生ボランティアの活躍が目立ったので、

学生等の若い力の活用を積極的に進めていってほしい。 

  新入生対象の子どもの体験型安全教室は素晴らしい取り組みなので、

学校側としては４月以降早い時期に順次実施していってほしい。 

  子ども体験型安全教室は本当に効果があるのか。後ろからいきなり襲

われた時に対応できないと思うので、今一度、見直しを図ってほしい。 

  老人会などで特殊詐欺被害防止講習会が多く開催されていて心強い

が、地域で孤立している方に対しても働きかけをしてほしい。 

  特殊詐欺には防犯機能付き電話機の活用が有効なので、効果的に呼び

かけていって、特殊詐欺の抑止に繋げていってほしい。 

  特殊詐欺被害防止広報について、ご高齢な方はラジオやテレビを見る

機会が多いので、上手く活用して広報してほしい。また、若い方には

ＳＮＳを活用して広報するなど、様々な方法を検討してほしい。 

  各地で発生している強盗事件は、若者達が通信アプリ等を通じて安易

に犯罪組織と繋がり、その後、組織を抜けられずに実行犯として事件

を起こしている。若者達が犯罪組織に加担しないような啓発活動も 

検討してほしい。 



 

など 

４ その他 

５ 閉会 

報  道 なし 

傍 聴 者  なし 

 


